
 

 

 

 

 

 

９月１日、「プラザ杉の子」にて第２８回定期大会を開催し、２５名の仲間が結集し、１年間の成果と

課題を議論し、向こう１年の運動方針を満場一致で採択しました。 

 福士執行委員長や本部加藤書記長の挨拶では、１８春闘について触れられ、１８春闘は大敗北である

との提起を受けました。質疑では、４名の代議員＋田村会計監査員から「１８春闘」「青年部運動」「組

織問題」「乗務員勤務制度」などについて、それぞれの立場から発言をいただきました。分会としても１

８春闘は大敗北であったことを総括し、敗北からの今の現状を真摯に受け止め、新体制で分会組織を再

建していくことを確認しました。みんなから東労組大館運輸区分会で良かったと思ってもらえるよう、

活動していきますのでよろしくお願いします！また、今定期大会をもちまして退任されました安藤祐平

さん、書記長大変お疲れさまでした！地本でも頑張ってね！！ 

 


